













































オゾンの溶解度は1 5 p p m程度で、あることから、 これ以上の濃度のオゾン水を得るため
には、 気泡状のオゾンを溶液中に存在させることが好適である。 マイクロバブル様のオゾ
ン気泡を形成させてオゾン濃度を向上させるため、 微小化気泡形成手法を導入した製造装
置の設計・作製を行うことが今後の課題となる。 これらの技術を民間企業へ移転し、 実用
化を図る予定である。
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想
（起業計画， 市場での応用・効果， 特許化構想）
本研究で派生的に開発した洗浄用促進酸化処理水製造装置は、排水・汚水処理等の水処
理産業、製紙業、食品産業・酪農業、 医療・薬品産業、介護産業、 半導体産業、家電産業、
金属加工業などの分野において、 省エネルギー・省スペース・低 コストなオンサイト製造
を実現する低環境負荷型の洗浄・漂泊・殺菌・酸化処理が可能となる。 技術移転先企業と
本学産学連携部門との連携のもと、 実用化を目指す。
(5）利用施設
プロジェクト企画スペースにて促進酸化処理用電解装置の作製を行った。
